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石

泉

の

行

信

論

―
六
字
釈
を
中
心
に
―

大

洲

誠

史

親
鸞
教
学
の
伝
承
の
中
で
江
戸
時
代
、
往
因
論
の
行
信
理
解
の
上
で

所
謂
能
行
派
、
所
行
派
と
言
わ
れ
る
学
派
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ

の
中
で
も
石
泉
僧
叡

(
二
七
六
二
～

一
八
二
六
)
は

《法
相
の
表
裡
》
《禀

受
の
前
後
》
と
言
う
独
特
な
行
信
論
を
も

っ
て
理
解
を
し
た
。
こ
の
行

信
論
成

立
の
背
景
に
は
従
来
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
考
え
ら
れ
て
い

る
。そ
の
背
景
と
し
て
は
①
三
業
派
の
三
業
帰
命
を
嫌
う
あ
ま
り
、
法
然

の
念
仏
為
本
の
立
場
を
軽
視
し
て
し
ま
う
よ
う
な
姿
勢
が
所
謂
所
行
派

に
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
②
そ
れ
に
加
え
、
浄
土
門
内

の
異
流
、
特
に

当
時
の
九
州
地
方
に
お
い
て
勢
力
を
も

っ
て
い
た
鎮
西
派
か
ら
の
論
難

へ
の
対
処
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
(
1
)

本
論
文
で
は
、
特
に
後
者
の
鎮
西
派
か
ら
の
論
難

へ
の
対
処
を
踏
ま

え
た
僧
叡
の
行
信
理
解
を
六
字
釈
の
解
釈
上
に
窺

っ
て
み
る
。

当
時
、
鎮
西
派
か
ら
ど
の
よ
う
な
論
難
が
真
宗

に
向
け
ら
れ
て
い
た

か
と
言
う
と
、
僧
叡

の

『
文
類
随
聞
記
』
(真
全
二
六
―
三
一
三
頁
)
に
、

鎮
西
流
二
、
親
鸞

ハ
曇
鸞

二
依
テ
、
異
轍
ヲ
開
タ
人
ト
云
評
判
モ
ア
リ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
親
鸞

の
真
宗
義
は
法
然
に
対
す
る
背
師
自
立
で
あ
る

と
言
う
こ
と
が
鎮
西
派
か
ら
よ
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は

特
に

『行
文
類
』
に
お
け
る
六
字
釈
の
上
に
そ
れ
が
見
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
僧
叡
は

『
文
類
随
聞
記
』
(同
上
二

二
六
頁
)
の
中

で
六
字
釈
を

解
釈
す
る
上
で
、

外

二
取
テ
ハ
外
侮
リ
ヲ
防
グ
用
意
ニ
ナ
ル
。
今
西
鎮
等
ヨ
リ
難
ゼ
ラ
レ
タ

時
、
不
案
内
ニ
テ
ハ
其
防
ギ
ハ
出
来
ヌ
。

と
、
六
字
釈
の
解
釈
を
押
さ
え
て
い
く
こ
と
で
西
鎮
か
ら
の
論
難
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
西
鎮
が
当
時
ど
の
よ
う
に
六
字

釈
を
捉
え
て
い
た
か
と
言

う
と
、
そ
の

一
例
と
し
て
、
当
時

の
鎮
西
派
か
ら
の
論
難
、
肥
後
国
統

誉
円
宣
が
安
永
三
年

に
著
し
た

『
挫
僻
打
磨
編
』
(三
頁
)
(
2
)

に
よ
る
と
、

『
教
文
類
』
の

「謹
按
浄
土
真
宗
有
二
種
回
向
」
等
の
文
に
つ
い
て

挫
し
て
曰
く
彼
が
註
に
、
対
す
る
所
を
検
す
る
に
、
二
種
の
回
向
を
僻
解
し
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て
以
て
如
来
の
回
向
と
為
す
。
然
る
に
此
の
二
種
は
本
と
論
註
に
出
で
瓦
是

れ
即
ち
行
者
の
能
発
の
心
な
り
。

と
述
べ
、
ま
た

『行
文
類
』
六
字
釈
の
文
に
つ
い
て

然
る
に
此
に
所
謂
願
行
と
は
倶
に
衆
生
所
具
の
安
心
起
行
に
約
し
て
之
れ
を

言
ふ
也
。
(同
上

一

頁
)

と
、
回
向
を
衆
生
の
上
に
求
め
、
そ
こ
で
願
行
具
足
を
説
い
て
い
た
よ

う
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
真
宗
の
六
字
釈
の
立
場
を
、
特
に

『
行
文

類
』
の
六
字
釈
を
明
ら
か
に
す
る
上
に
求
め
、
ま
た

『玄
義
分
』
六
字

釈
の
願
行
具
足
の
願
行
を
別
途
と
し
て
、
信
行
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
(
3
)

し
か
も
そ
れ
は

『
六
字
釈
』
の
中
で
は
、

然
此
願
行
名
号
徳
義
、
行
者
如
実
禀
名
号
時
此
徳
顕
発
。
超
世
大
悲
円
修
満

足
有
衆
生
行
。
(中
略
)
西
鎮
諸
家
禍
々
乎
求
之
於
行
者
、
以
言
願
行
具
足
。

と
言
い
、
願
行
具
足

(信
行
具
足
)
の
仏
名
を
所
謂
名
号
願
力

と

し
な

が
ら
も

、
そ
の
名
号
の
徳
義
は
衆
生
が
う
け
た
時

に
そ
の
徳
が
顕
れ
る

と
し
て
、
衆
生
が
う
け
た
所
、
即
ち
稟
受
し
た
所
で
行
と
言
い
、
信
と

言
う
石
泉

の
行
信
論
が
そ
こ
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
行

に
つ
い
て
は
、
『
文
類
随
聞
記
』
(真
全
二
六
―
二
二
四

頁
)
の
中

に
、

衆
生
ノ
行
ト
云
ヘ
ド
、
上
二
「已
発
願
回
施
」
ト
ア
レ
パ
、
其
能
行
ガ
即
所

行
ノ
法
体
ナ
リ
。
尽
形
寿
ノ
念
仏
ガ
、
ミ
ナ
弥
陀
ノ
行
ナ
リ
。
故

二
下
ノ
釈

二
不
廻
向
ノ
行
ト
云
。

と
、
衆

生
の
上
で
行
信
を
語
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
弥
陀
の
行
で
あ
る

石
泉
の
行
信
論

(大

洲
)

願
力
と
し
て
石
泉
の
行
信
論
は
更
に
展
開
し

て
い
く
。

法
然
の
上
で
は

『玄
義
分
』
の
六
字
釈
を

『
選
択
集
』
に
引
文
す
る

二
行
章
に
、

第
四
不
回
向
回
向
対
者
、
修
正
助
二
行
者
、
縦
令
別
不
用
回
向
、
自
然
成
往

生
業
。

と
述
べ
、
こ
の
文
を
僧
叡
は

『
選
択
集
義
疏
』

の
中
で
、
こ
の
不
回
向

対
は
真
宗
の
至
要
で
あ

っ
て
、
前
後
の
得
失
は
こ
れ
を
基
本
と
し
て
お

り
、
法
然
、
親
鸞
両
祖
の

「相
伝
秘
要
心
髄
、
正
在
于
茲
」
と
述
べ
て

い
る
。
(
4
)

即
ち
親
鸞
は
、
法
然
の
こ
の
不
廻
向

の
釈
義
に
準
拠
し
っ
っ
、

『論
註
』
の
廻
向
門
の
往
還
二
廻
向
の
釈
を
換
骨

し
て
本
願
力
廻
向
の

宗
義
を
確
立
さ
れ
た
と
す

る

の
で
あ

る
。
六
字
釈
の

「発
願
回
向
之

義
」
と
は
、
衆
生
か
ら
言
え
ば
不
回
向
で
あ

る
よ
う

な
願
力
自
然
の

「発
願
回
向
」
の
義
を
含
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う

な
含
意
を
読
み
と

っ

て
開
顕
さ
れ
た
の
が
、
親
鸞
の

『行
文
類
』
の
六
字
釈
だ

っ
た
。
そ
し

て
如
来

の
発
願
回
向
と
選
択
本
願

の
行

の
義
は
、
法
然
の
不
回
向
釈
の

も

つ
幽
意
を
釈
顕
さ
れ
た
も
の
と
言
え
、
親
鸞
が

『正
像
末
和
讃
』
な

ど
に聖
言
論
説
特
用
知
、
非
凡
夫
回
向
行
、
是
大
悲
回
向
行
故
、
名
不
回
向
、
誠

是
選
択
摂
取
之
本
願
。

(真
聖
全
ニ
―
四
四
四
頁
)

真
実
信
心
の
称
名
は
、
弥
陀
回
向
の
法
な
れ
ば
、
不
回
向
と
な
づ
け
て
ぞ
、

自
力
の
称
念
き
ら
は
る
る
。

(真
聖
全
ニ
―
五
二
〇
頁
)

と
讃
詠
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
不
回
向
の
義
と
如
来
回
向
の
義
と
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石
泉
の
行
信
論

(大

洲
)

を
表
裏

の
如
く
用
い
ら
れ
、
法
然
の
不
回
向
義
の
幽
意
を
開
い
て
如
来

回
向
の
教
義
を
確
立
し
て
い
か
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
(
5
)

こ
の
よ
う
に
六
字
釈
の
上
に
お
い
て
、
当
時
の
西
鎮
等
か
ら
の
背
師

自
立
な
ど
の
論
難
に
対
し
、
願
行
具
足
を
信
行
具
足
の
名
号
願
力
と
解

し
、
そ
れ
を
不
回
向
の
行
と
し
て
法
然

・
親
鸞

二
轍
の
本
願
念
仏
義
を

顕
そ
う
と
す
る
石
泉
僧
叡
の
独
特
な
行
信
論
、
特

に
こ
の
場
合
に
お
い

て
は

《
法
相
の
表
裡
》
の
立
場
が
顕
れ
て
来
る
。
そ
れ
は

『玄
義
分
義

疏
』
(下
巻
―
二
九
帖
)
の
中
で
も
、

衆
生
領
受
願
力
、
名
為
行
信
。
乃
行
信
者
、
領
生
因
名
。
是
故
尅
論
生
因
。

則
非
行
非
信
。
願
力
為
生
因
故
。
而
全
願
力
為
行
信
故
。
亦
得
行
信
皆
為

生
。

と
、

こ
こ
に
如
来
回
向
の
願
力
が
正
因
で
、
衆
生
の
不
回
向
で
あ
る
こ

と
を

《
法
相

の
表
裡
》
の
立
場
で
明
か
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
と
合

わ
せ
て
真
宗
に
お
け
る
信
心
正
因
称
名
報
恩
の
立
場
を
そ
の
次
に
、

於
中
分
別
。
則
信
先
行
後
。
以
信
楽

一
念
為
領
受
太
始
故
。

(中
略
)
於
是

特
以
信
名
為
生
因
。
行
者
唯
是
為
其
等
流
。

と
、
衆

生
の
上
に
お
い
て
は
信
の

一
念
に
真
因
が
決
定
す
る
こ
と
を
顕

し
、
信

心
正
因
称
名
報
恩
の
立
場
、
所
謂

《禀
受
の
前
後
》
を
展
開
し
、

真
宗
に
お
け
る
信
因
称
報

の
立
場
を
崩
す
こ
と
な
く
、
不
廻
向
の
行
で

あ
る
こ
と
を
法
相
の
表
裡
と
言
う
こ
と
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
わ
け
で

あ
る
。
以
上

の
よ
う
に
石
泉
の
行
信
論
を
六
字
釈
を
中
心
に
窺

っ
て
み
た
わ

け
で
あ
る
が
、
僧
叡
は
宗
門
内
外
の
二
つ
の
背
景
の
中
で
、
信
心
正
因

称
名
報
恩
の
立
場
を

《禀
受
前
後
》
と
言
う
こ
と
で
崩
さ
な
い
よ
う
に

し
つ
つ
も
、
《法
相
の
表
裡
》
と
し
て
内
に
向

か
っ
て
は
所
謂
所
行
家
、

外
に
向
か

っ
て
は
西
鎮
等

の
浄
土
異
流
に
対
し
て
、
法
然

・
親
鸞
の
本

願
念
仏
義
は

一
轍
で
あ
り
、
決
し
て
背
師
自
立
の
も
の
で
は
な
い
と
言

う
こ
と
を
顕
し
た
。
そ
し
て
法
然

・
親
鸞

の
本
願
の
念
仏
、
特
に
六
字

釈
を
解
釈
す
る
上
に
そ
れ
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
従
来
石
泉
の
行
信
論
は
独
特
な
表
現
を
用
い
、
特
異
な

も
の
と
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
苦
慮

さ
れ
な
が
ら
出
来
上
が

っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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